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　重力流（gravitycurrent）とは，重い流体が軽い流

体の下側に潜り込む際にできる流れである．場合に

よって，軽い流体が重い流体の上面に広がる場合もあ

る．また，流体層が密度成層をなしている場合は，流

体層の中問に別の流体が貫入する場合もある．このよ

うな状況は，重力場に置かれた自然環境の流体ではよ

く起こることだから，自然環境には実にさまざまな重

力流が存在する．

　著者は，ケンブリッジ大学で長年重力流の研究を

行ってきた．その集大成が本書である．1987年に同じ

表題の本をEllis　Horwood　Limitedという出版社か

ら出版しているので，本書には第2版という副題が付

いている．但し，本書はCUPからの出版で，内容が増

補され，紙質がよくなった．写真が多い本なので，製

本の印象がはるかによくなった．

　私事で恐縮だが，筆者が14年前にケンブリッジ大学

に滞在していたとき，本書の著者のオフィスに同居さ

せていただいた．当時，70歳に近かったが，話題の豊

富な方で，お茶の時問にさまざまなことを教えていた

だいた．しかしどのような話題から始まっても最後は

重力流の話になってしまう．それほど，重力流に深い

関心をもっている方である．実験家で写真撮影が著者

の趣味である．自分の家に写真のアトリエをもってい

るくらいであるから，写真技術のレベルがすばらしく

高い．本書では，著者自身が撮った実験写真が数多く

使われている．

　本書は全部で18章から構成されるが，1章から10章

と11章から18章では内容が異なる．著者は区別してい

ないが，第1部と第2部に分けてしかるべきである．

便宜上，1部と2部という言葉を使うとすれば，第1

部（1章から10章まで）では，自然界にどのような重

力流が存在するのか，その広がりを示す．第2部（11

章から18章まで）では，著者自身の実験を中心に，重

力流の流体力学的な性質を示す．

　第1章では，重力流の概念が述べられているが，そ
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こでは，重力流とボアの区別が重要である．ボアとは，

水面や密度界面にできる一種の衝撃波である．重力流

が物質の長距離水平移動を伴うのに対して，ボアは伴

わない．しかし，両者の関連は深く，本書ではボアも

考察の対象としている．第2章は積乱雲のガストフロ

ントとその先端から先に放射される大気中のボアにつ

いて述べる．ガストフロントがいなごで可視化されて

いる珍しい写真やオーストラリアで発生するモーニン

グ・グローリーの見事な写真が紹介されている．第3

章は海風前線が主題である．著者は，かって，全英グ

ライダーのチャンピオンであった．グライダーに乗っ

ていて海陸風に興味をもち，そこから重力流の研究を

始めたほどであるから，海陸風の解説は自家薬篭中の

物である．第4章は衛星から見た重力流をテーマに，

主にロープ雲について述べる．ロープ雲とは，衛星の

雲画像に見られる長く線状に延びた雲で，寒冷前線や

温暖前線に沿って発生することが多い．しかし，対流

圏上部に発生するものもある．第5章は地形の影響を

受けた重力流の話で，オーストラリアの東海岸に沿っ

て北上するSouthemBusterの観測事例を報告してい

る．第6章はダウンバーストを説明し，それに関連し

て重い気体の塊が地面に置かれた場合の拡散の実験を

紹介している．さらに，メタンガスが充満した坑道の

内部の流れから，室内やアリ塚の換気の話に及ぶ．第

7章から10章までは，液体や粉体の重力流を扱う．第

7章は河川，湖，海洋内部のさまざまな重力流を紹介

する．1929年にニューファウンドランド島の近くで発

生した乱泥流は斜面を横切って敷設してあった4本の

海底ケーブルを次々に切断しながら進行したので，13

時間で500kmに及んだ様子が確認できたという珍し

い事例を報告している．第8章は工業関連の重力流と

して，原子力発電所の温排水の拡散，タンカーから流

出した油の拡散について解説している．第9章では雪

崩，第10章では火山に関係した重力流を扱っている．

煙型雪崩と火砕流のメカニズムが豊富な写真を使って

説明されているが，重力流という視点から見ると，両

者はとても似ている点が面白い．第10章の最後には（初

版にはなかった）深海の熱水鉱床の話がある．著者の

自然現象に対する関心が実に広範囲であることがわか

る．

　第11章以降は，重力流の物理学を扱う．第11章では，

重力流の先端の形に着目し，先端部の形を決めるさま

ざまな効果が検討される．上面境界での混合，底面の

摩擦，障害物への衝突とそれを乗り越える際の変形，
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重力流が隙問を通過する際の変形，水深が進行方向に

変化する場合の重力流の変形など，さまざまな研究が

紹介される．第12章は重力流の先端部だけでなく重力

流全体の物理を扱う．特に，重力流の進む水路の形状

の効果が詳しく扱われている．第13章と第14章は重力

流が貫入していく環境流体に目をむけ，第13章では密

度成層の効果第14章では乱流の効果を扱う．第15章

では粘性が卓越する重力流，第16章では粉体流と流動

化現象，第17章では回転系の重力流，第18章は重力流

の数値実験が紹介される．

　本書で紹介される実験はほとんど著者自身が行った

ものである．数式はほとんど使わず，写真から重力流

の本質を読みとることに重点が置かれている．このよ

うな著者の姿勢と素直な英文によって，大変読みやす

い本になっている．重力流を勉強する節は，最初に本

書を読むことをお勧めしたい．

　　　　　　　　　（東京大学海洋研究所　木村龍治）
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